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b. 化粧がおちた。  
(7)a. 疲れがとれた。 
b. *疲れがおちた。 


























                                                        
1 検索システムとして、NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB)を用いる。http://nlb.ninjal.ac.jp/ 
2 検索システムとして、NINJAL-LWP for TWC (NLT)を用いる。http://nlt.tsukuba.lagoinst.inf/ 






 自動詞「とれる」は、おのずと、とった状態になること。つまり、B に付いて“B の
もの”となっていた C が、自然に B から離れる作用である。そのような分離作用が物
理的に可能な場合は「とる」─①に限られ、しかも分離・脱落作用が生じるのは❶C
が B に付属している固体「眼鏡のレンズがとれた」「ドアの把手がとれた」❷B に付
着している事物「痛み、汚れ、染み、色、匂い、渋み」など。 










にて確認できた。  (山本伸一，伊藤克浩，小菅久美子，高橋栄子編 『活動分析
アプローチ』, 2005, 493) 
  
 そして、森田(1977)は、「分離・脱落作用が生じるのは❶C が B に付属している固体❷B













オリジナルには手を加えずに、コピーを作ること。とれた結果が「を」格 C に来る。(略） 





る」には、「A ガ B カラ C ヲとる」「C ヲとる」「C ヲ E ニとる」の文型をなしていると述べている。 
4 本稿は、離脱動詞の「とれる」「おちる」が取るガ格名詞のタイプを整理する。離脱動作の様態を論じ
ず、このことについて、別稿に譲る。 































「とれる」と「はずれる」を比較し、考察している。「とれる」は“exit a spatial relationship 
by overcoming resistance.”と述べている。 
 
 「とれる」に関する特徴は以下のようにまとめられる。 
 ・Caused motion（such as a cup on a table, torero is permitted to be used with caused motion.） 










 ・Unanimacy of Figure（with a toy spider that moves spontaneously falls, torero is permitted to 
be used.） 
 ・Sticky attachment（It was accepted significantly more often when flue was applied to both the 
ladder and the shoe.） 
 
 しかし、ケリー(2012)でも“toreru involves preference for sticky attachment …However, it is 
not clear if it is the fact of sticky attachment that is motivating this,or simply the fact that 





















 (10)d. *ボタンがいすにとれた。 
e. *ボタンが服からいすにとれた。 
f. *服のボタンがいすにとれた。 
 (11)d. *油汚れが地面におちた。 
e. *油汚れが服から地面におちた。 
f. *服の油汚れが地面におちた。 
 (12)d. ボタンがいすにおちた。 
e. ボタンが服からいすにおちた。 




















表 1 離脱動詞である「とれる」「おちる」 
 A ガ V A ガ B カラ V B の A ガ V A ガ C ニ V 
とれる ◯ ◯ ◯ × 
おちる ◯ ◯ ◯ × 
                                     
表 2 移動動詞である「おちる」 
 A ガ V A ガ B カラ V B の A ガ V A ガ C ニ V 







 (13)a. ボールがおちた。 
b. 2 階のボールがおちた6。 
c. ボールが 1 階におちた。 
 (14)a. 油汚れがおちた。 
                                                        
6 「ボール」は 2 階の付属物ではなく、単に 2 階にあると解釈される。 




























 (16)a. ボタンがとれた。 
b. *ボタンがいすにとれた。 






「A ガ V」構文を取る際に、離脱動詞を用いることで、A が「B の A」というように解釈
されることがわかる。 
 以上をまとめると、以下の 2 点がわかる。 
 






 (19) 「A ガ V」構文のような、＜全体−部分＞の「全体」が明示されていない場合には、
離脱動詞を用いることで、A は「B の A」のように、ある物の部分と解釈される。
移動動詞の場合は、そのように解釈する必要がない。 
 
 また、3 節で「とれる」「おちる」が取る構文をまとめる際に、A、B という表記を用い










 (20) 葉、髪の毛、皮、入れ歯、(歯の)詰め物、差し歯、取っ手、爪、ボタン、首… 
 (21)a. 歯の詰め物がとれた。 
b. 歯の詰め物がおちた。 
c. 口を開けたら、歯の詰め物が机におちた。             
 (22)a. 入れ歯がとれた。 
b. 入れ歯がおちた。 























 (24) 汚れ、色、染み、角質、垢、匂い、かさぶた、濁り、メイク、ヤニ…… 
 (25)a. 汚れがとれた。 
b. 汚れがおちた。 






















                                                        














 (30) 疲れ、粗熱、痛み、疲労、気疲れ、しびれ、炎症、痒み、冷え、麻痺…… 
 (31)a. 疲れがとれた。 
b. *疲れがおちた。                        (＝(7)) 
 (32)a. 粗熱がとれた。 
















 (33) 構文については、離脱動詞は、ニ格を取ることができず、「A ガ V」「B の A ガ V」
「A ガ B カラ V」という構文を取る。 
 (34) A と B の関係については、＜全体(B)−部分(A)＞の関係にある名詞は離脱動詞のガ
格名詞に立てる。そして、「A ガ V」のような、＜全体−部分＞の「全体」が明示さ
れていない場合には、離脱動詞を用いることで、A が「B の A」のように、ある物
の部分と解釈される。 














して「おちる」のその 2 つの用法の関係を検討していきたい。 
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The comparison of separation verbs and motion 
verbs: 




  In this paper, we define the separation verbs as: the verbs indicate that the object separate from 
some place and they do not focus on the moving. Therefore, “toreru" is a separation verb. 
“ochiru ”has the function of both separation and motion verbs. Comparing the “ochiru ”which 
indicate motion with separation verb “toreru” and “ochiru ”, we know the “ga” of separation verbs 
is the none in the whole-part relationship. When the “whole” is not clear, “ga” is explained as the 
“part” using the separation verbs. We also show that the separation verbs “toreru” and “ochiru” 
express the “disappearance” of the object. This is the reason why the separation verbs do not take 
“ni”. 
 
